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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第39期

第１四半期
累計期間

第40期
第１四半期
累計期間

第39期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 (千円) 4,287,918 4,088,905 17,310,303

経常利益 (千円) 122,660 129,497 633,284

四半期（当期）純利益 (千円) 82,300 86,735 407,934

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) 10,177 4,640 13,811

資本金 (千円) 1,180,897 1,180,897 1,180,897

発行済株式総数 (株) 11,800,000 11,800,000 11,800,000

純資産額 (千円) 3,666,243 3,994,695 4,040,809

総資産額 (千円) 8,253,578 8,488,391 8,694,153

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 7.70 8.37 38.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 10.00

自己資本比率 (％) 44.4 47.1 46.5
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

   また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善し、景気は緩やかな回復基調で

推移しました。

情報サービス市場におきましては、クラウドコンピューティング、ビッグデータ、ＩｏＴ、ＡＩなどの技術を活

用した「攻めのＩＴ」投資が、今後さらに拡大していくと予想されます。

このような状況において当社は、中期経営方針（ＩＫＩ ＶＩＳＩＯＮ２０２０）を策定し、「しっかりとしたモ

ノ（システム）づくりと高品質なサービスの提供」により、「すべてのステークホルダーから選ばれる企業」をビ

ジョンとして掲げ、中核事業の拡大や事業基盤の強化、さらには次期成長事業の創出に積極的に取り組んでまいり

ました。具体的には、自動車産業における車載組込みシステム開発分野への取り組みを継続的に推進するほか、新

規事業の育成に向けたブロックチェーン技術の調査研究などに着手してまいりました。

当期間での動向を品目別に見ますと、コンサルティング及びシステム・インテグレーション・サービスでは、メ

ガバンク向け次期システム開発や投資信託系の開発案件等が堅調に推移したほか、大手通信事業者向けのシステム

検証案件を受注する一方で、前年同期にあった大型請負案件をカバーするには至らず、売上高は微減となりまし

た。また、システムマネージメントサービスにおいては、既存業務を堅守し、売上高は横ばいとなりました。

この結果、当第１四半期累計期間の業績につきましては、売上高が4,088百万円（前年同期比4.6％減）、利益面

では営業利益108百万円（前年同期比7.7％増）、経常利益129百万円（前年同期比5.6％増）、四半期純利益につき

ましては86百万円（前年同期比5.4％増）を計上いたしました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期会計期間末における資産合計は8,488百万円となり、前事業年度末に比べ205百万円減少しました。

これは主に「現金及び預金」の減少184百万円、「売掛金」の減少157百万円、「仕掛品」の増加123百万円によるも

のであります。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債合計は4,493百万円となり、前事業年度末に比べ159百万円減少しました。

これは主に「賞与引当金」の減少412百万円、「その他」に含まれる「預り金」の増加165百万円、同じく「その

他」に含まれる「未払費用」の増加127百万円によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は3,994百万円となり、前事業年度末に比べ46百万円減少しました。

これは主に「自己株式」の増加37百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は、前事業年度末の46.5％から47.1％となっております。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,800,000 11,800,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 11,800,000 11,800,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

－ 11,800,000 － 1,180,897 － 295,224
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

アイエックス・ナレッジ株式会社(E04815)

四半期報告書

 4/13



 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

1,413,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,100,000
10,100 －

単元未満株式
普通株式

287,000
－ －

発行済株式総数 11,800,000 － －

総株主の議決権 － 10,100 －
 

 

② 【自己株式等】

  平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アイエックス・ナレッジ
㈱

東京都港区海岸三丁目
22番23号

1,413,000 － 1,413,000 11.97

計 － 1,413,000 － 1,413,000 11.97
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成29年４月１日から平成29年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,510,992 3,326,700

  受取手形及び売掛金 2,383,519 2,226,180

  商品及び製品 - 3,641

  仕掛品 212,122 336,065

  繰延税金資産 319,882 319,882

  その他 180,701 197,503

  流動資産合計 6,607,219 6,409,973

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 102,306 100,092

   車両運搬具及び工具器具備品（純額） 43,258 38,972

   土地 116,992 116,992

   リース資産（純額） 4,427 3,597

   有形固定資産合計 266,985 259,655

  無形固定資産   

   ソフトウエア 36,620 33,693

   その他 8,689 8,689

   無形固定資産合計 45,309 42,383

  投資その他の資産   

   投資有価証券 863,180 868,777

   繰延税金資産 626,401 622,605

   その他 285,057 284,995

   投資その他の資産合計 1,774,638 1,776,378

  固定資産合計 2,086,934 2,078,417

 資産合計 8,694,153 8,488,391
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 545,619 551,311

  1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

  未払金 282,520 293,913

  リース債務 3,373 3,381

  未払法人税等 130,981 62,740

  賞与引当金 849,062 436,857

  受注損失引当金 20,521 38,247

  その他 213,386 549,220

  流動負債合計 2,105,464 1,995,671

 固定負債   

  長期借入金 105,000 90,000

  リース債務 1,131 283

  退職給付引当金 2,299,071 2,308,045

  資産除去債務 63,481 63,495

  長期未払金 79,195 36,200

  固定負債合計 2,547,879 2,498,023

 負債合計 4,653,344 4,493,695

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,180,897 1,180,897

  資本剰余金 1,482,919 1,482,919

  利益剰余金 1,606,069 1,588,941

  自己株式 △437,363 △474,948

  株主資本合計 3,832,523 3,777,809

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 208,286 216,886

  評価・換算差額等合計 208,286 216,886

 純資産合計 4,040,809 3,994,695

負債純資産合計 8,694,153 8,488,391
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 4,287,918 4,088,905

売上原価 3,552,451 3,405,105

売上総利益 735,467 683,799

販売費及び一般管理費 634,450 574,986

営業利益 101,016 108,813

営業外収益   

 受取配当金 20,685 20,293

 為替差益 308 -

 その他 1,193 1,204

 営業外収益合計 22,187 21,497

営業外費用   

 支払利息 510 371

 支払手数料 - 396

 その他 33 45

 営業外費用合計 544 813

経常利益 122,660 129,497

特別利益   

 会員権売却益 50 -

 特別利益合計 50 -

特別損失   

 会員権評価損 1,950 -

 固定資産廃棄損 14 -

 特別損失合計 1,964 -

税引前四半期純利益 120,745 129,497

法人税等 38,445 42,762

四半期純利益 82,300 86,735
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 15,221千円 11,571千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 106,901 10 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

自己株式の消却

当社は、平成28年４月27日開催の取締役会決議に基づき、平成28年５月18日付で、自己株式1,234,660株の消却を

実施いたしました。この結果、当第１四半期累計期間において資本剰余金及び自己株式がそれぞれ376,645千円減少

しております。

 

当第１四半期累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 103,863 10 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

関連会社に対する投資の金額 43,000千円 43,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 208,607 213,247
 

　

 
前第１四半期累計期間

(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

持分法を適用した場合の投資利益の金額 10,177千円 4,640千円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7円70銭 8円37銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 82,300 86,735

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 82,300 86,735

 普通株式の期中平均株式数(千株) 10,689 10,358
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成29年８月10日

アイエックス・ナレッジ株式会社

取締役会 御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   梅　　谷   哲　　史   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井　　戸　　志　　生   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイエックス・

ナレッジ株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第40期事業年度の第１四半期会計期間(平成29年４月

１日から平成29年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アイエックス・ナレッジ株式会社の平成29年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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